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１．この冊子は、平成 31 年度に本専攻内の三系（生命環境科学系、広域システム  

科学系、相関基礎科学系）の修士課程の指導教員となる予定の教員について  

記している。  

 

２．ただし、氏名の右肩に※印のついている教員は、平成 31 年度における学生の受け  

入れ予定はない。  

 

３．出願者は、関心のある研究室を訪問するなどして、自己の希望についての考え  

をまとめておくことが望ましい。なお、各教員名の下に、研究室の所在（建物、  

部屋番号）及び電話番号を記してあるので、訪問の事前連絡などに利用されたい。  

電話はすべてダイヤルインで、特に指示のある場合を除き、０３－５４５４の  

後に、各教員の電話番号を続けること。  

例  ０３－５４５４－（○○○○）  

 

 

 

注意  

相関基礎科学系には、以下４つの専門グループ（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）があり、入学願

書に志望する専門グループを記入する必要があるので、注意すること。  

Ａ：科学史・科学哲学    Ｂ：素粒子論  

Ｃ：物性理論        Ｄ：物性科学・分子科学・物質科学  
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

基 

 

礎 

 

生 

 

命 

浅井 禎吾 

３号館 ２０３Ａ 

（４４５８） 

（天然物化学、有機化学、ゲノムマイニング、応用微生物学、遺伝子

工学、創薬研究）：微生物が独自の二次代謝経路でつくり出す天然有

機化合物はとても重要な医薬資源です。糸状菌、いわゆるカビのゲノ

ム上には、未知の二次代謝物の設計図である生合成遺伝子クラスター

が利用されずに眠っています。当研究室では、これら未知の遺伝子ク

ラスターをモデル糸状菌である麹菌内で再構築と再設計することで

新しい天然有機化合物の創生し、新しい医薬シーズの発見を目指して

います。未知のゲノム情報を利用する新しい「ものづくり」研究です。 

新井 宗仁 

１６号館 ６２３Ｂ 

（６７５１） 

（構造生物学・タンパク質デザイン）：DNAに書かれた「生命のプロ

グラム」を解き明かし、医療や産業に役立つタンパク質の新規創製を

目指す。特に、理論と実験を融合させた新規タンパク質設計法による

創薬や、バイオエネルギーを効率的に作り出すタンパク質のデザイ

ン、および、タンパク質のフォールディング問題の解決を目指した研

究を行っている。 

池内 昌彦※ 

１５号館 ３１６ 

（６６４１） 

（光合成・光生物学・ゲノム生物学）：植物のモデル生物であるシア

ノバクテリア（藍藻）を用いて、光化学系複合体の構造と機能、環境

変化に対するダイナミックな応答や走光性にかかわる受容体・シグナ

ル伝達・転写因子などの分子生物学的解析、シアノバクテリアゲノム

のバイオインフォマティクス解析、光合成生物の適応と進化の分子レ

ベルの研究、光合成能の強化や光合成による物質生産、代謝工学の研

究を進めている。 

大杉 美穂 

１５号館 ３０５Ｂ 

（６６３９） 

（分子細胞生物学、発生細胞生物学）：細胞分裂期に染色体を正確に

２つの娘細胞に分配するための巧妙なしくみと、その破綻が癌化やマ

ウス個体発生異常を引き起こす機構について、生化学的な解析からラ

イブイメージング観察にわたる幅広いアプローチで研究を進めてい

る。他の脊椎動物とは異なる、哺乳動物特異的な受精～着床前胚の増

殖・分化のしくみについて細胞生物学的な観点から研究する。 

太田 邦史 

１５号館 ３０９Ｂ 

（０３－５４６５－８８３４） 

（ゲノムダイナミクス制御、分子細胞生物学）：生物は絶えず自らの

遺伝子を変化させ、遺伝的多様性を獲得することで、外的環境の変動

に適応している。特に、子孫継承のための生殖細胞と、獲得免疫を担

当する免疫細胞で遺伝子再編成が重要な役割を果たす。当ラボでは、

クロマチン構造やエピジェネティクスとゲノムの動的性質の関係に

関心を持ち、生殖・免疫細胞における遺伝子再編成の制御の仕組みを

調べている。また、その知見を利用した構成的生物学やバイオテクノ

ロジーの研究も行っている。 

佐藤  健 

１６号館 ７２３Ａ 

（６７４９） 

（生化学・分子細胞生物学）：細胞内における小胞輸送、タンパク質

局在、オルガネラ形成などの生体膜を舞台とした生命現象に注目し、

これらの分子メカニズムをバイオイメージング、試験管内再構成系、

分子遺伝学、１分子計測系などを用いて明らかにする研究を行う。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

基 

 

礎 

 

生 

 

命 

佐藤 直樹※ 

１５号館 ３０３Ｂ 

（６６３１） 

（植物機能ゲノム学・比較ゲノム進化学）：「生命とは何か」という問

いに対して、細胞の構造・機能・進化から答えるため、計算（バイオ

イン フォマティクス）と実験（藻類とシアノバクテリア）の両面か

ら研究する。次世代シーケンサーによるゲノム解読，比較ゲノム解析

ソフト Gclustの開発とそれを用いた系統プロファイリング、光合成

生物のゲノム進化解析をもとにして、光合成生物の比較代謝解析とく

に脂質合成 系の解析とオルガネラの進化を研究している。安定同位

体を用いた代謝解析にも取り組んでいる。  

陶山  明※ 

１６号館 ３２７Ａ 

（６５２８） 

（分子生物物理学、ゲノム情報科学、ＤＮＡ工学）：巨大ゲノムを解

析するための新しい計測法やアルゴリズムを開発し、その構造と機

能、進化を明らかにする研究｡ＤＮＡ分子や蛋白質分子､細菌を計算素

子とする分子コンピュータに関する研究。分子構造・分子システムの

ダイナミクスから生体機能を明らかにする研究。 

坪井 貴司 

１５号館 ３１８ 

（０３－５４６５―８２０８） 

（分泌生理学・内分泌学・神経科学）：食欲や愛着、記憶・学習などの

複雑な生命現象を操る「ホルモン」や「神経伝達物質」の分泌機構お

よびそれらの生理作用について「蛍光タンパク質センサープローブ開

発」と「細胞から個体まで観察できる新しいバイオイメージング技術」

を用いて解析する。また、開口分泌の異常によって起こる代謝疾患や

精神疾患の発症機構の解明も進めている。 

豊島 陽子 

１６号館 ６１０Ｂ 

（６７５２） 

（生物物理学・分子生理学）：細胞運動に関わるモータータンパク質

の分子メカニズムの研究。遺伝子工学、再構成運動系、顕微操作、構

造解析など、さまざまな手法を用いたアプローチを行う。 

道上 達男 

３号館 ３０６Ａ 

（６６６５） 

（分子発生生物学）：脊椎動物の初期発生における胚パターンや器官

分化の分子機構について、細胞内シグナル伝達機構などと関係づけな

がら、分子生物学・生化学的な手法を用いて解析する。また、発生生

物学の知見を利用し、再生医療に供するためのヒト幹細胞からの器官

分化系（特に膵臓内分泌細胞）の開発を行う。 

村田 昌之 

３号館 ２０２Ａ 

（０３－５４６５－７６２５） 

（一細胞生物学、細胞工学）：新しいイメージング技術と画像解析技

術、セミインタクト細胞リシール技術をカップルさせ、単一細胞内の

遺伝子・タンパク質のダイナミクス情報と網羅的解析情報（遺伝子発

現変動・DNAメチル化解析・プロテオーム・メタボローム解析情報な

ど）を結びつける「一細胞生物学」を目指している。その手法開発と

それを利用した様々な生命現象（ストレス、オートファジーなど）や

疾患メカニズムの解明、創薬支援システムを開発する。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

基 

 

礎 

 

生 

 

命 

矢島 潤一郎 

１６号館 ６３０Ｂ 

（６７４５） 

（生物物理学・ナノバイオロジー）：1分子ナノバイオロジーの手法

を用いて、実際に生体 1分子を見て操り、人工マシーンとは異なっ

た生体マシーン独自の化学-力学変換機構を解明する。人工分裂細胞

を作製し、細胞分裂システムを構成する分裂装置の動作原理を分子

のレベルで解明する。光学顕微システムの開発により、単細胞生物

の行動パターンの遺伝機構を探る。「生命の普遍的性質」を分子～細

胞の階層から解明することを目指す。 

Email:yajima@bio.c.u-tokyo.ac.jp 

吉本 敬太郎 

１５号館 ２０１Ａ 

（６５８０） 

（細胞工学・高分子材料・分子認識化学)：合成高分子の“材料特性

“、さらに核酸やタンパク質の“分子認識能”を最大原活用する分

野横断的な生命科学研究を行っています。対象とする細胞は医療分

野で重要な幹細胞をはじめとする動物細胞、さらに、未来型グリー

ンケミストリーを目指して植物細胞にも現在対象を広げているとこ

ろです。キーワード：バイオケミストリー・バイオマテリアル・再

生医療・グリーンケミストリー・メカノバイオロジー・分析化学、

などになります。 

若杉 桂輔 

１５号館 ２０５Ａ 

（４３９２） 

（分子生命科学・機能生物化学・蛋白質分子工学）：「生命の不思議さ」

を分子レベルで理解し、病気の治療薬開発など医療に貢献できる新た

な機能性蛋白質の開拓を目指している。特に、「がん」「脳卒中」「神経

変性疾患」「感染症」等の病気や「老化」「寿命」「アンチエイジング」

などに関わる天然蛋白質が持つ新たな機能を探索し、その機能制御メ

カニズムを解明するとともに、より優れた機能を持つ新規機能性蛋白

質を創製することを軸に研究を行っている。また、生物の進化に伴う

天然蛋白質の機能獲得・進化プロセスに着目した理学的な基礎研究も

行っている。 

渡邊 雄一郎 

１６号館 ６２７ 

（６７７６） 

（植物環境応答学）：自然界の中で植物が生きていくには、環境変化

を感知応答し、成長する必要がある。そこには巧みに小分子 RNAが生

成され、様々な遺伝子の発現制御を行っていることを明らかにしてき

た。環境ストレスが植物の生育に与える影響について、遺伝子発現の

制御、細胞内小器官との関係について、ＲＮＡ分子生物学、細胞学、

遺伝学などを駆使して、多角的に解析している。植物の生存戦略と種

分化、気候変動と植物、細胞内ダイナミクス、そしてテロワールの理

解、食品と安全にも取り組む。 

和田  元 

１５号館 ３０５Ａ 

（６６５６） 

（植物生理学・分子生物学）：植物やシアノバクテリア（ラン藻）など

の光合成生物を研究材料として、チラコイド膜や光合成装置の形成、

葉緑体やミトコンドリアの分化、光合成の環境適応などの生命現象の

しくみについて、特に脂質の生合成・分解（代謝）と生理機能に注目

しながら、分子遺伝学、生化学、細胞生物学、物理化学などのあらゆ

る手法を駆使して研究を進めている。 

増田  建 

（系間協力教員） 

１６号館 ３０５Ｂ 

（６６２７） 

（植物生理学・植物分子生物学）：植物と光との関係について、葉緑

体形成や光環境適応、光合成の環境適応・進化機構について、特にク

ロロフィルやヘムなど色素類の合成・分解の制御機構の解明を通して

研究を行っている。主に植物生理学、分子生物学、生化学、分子遺伝

学などの手法を用いて研究を進めている。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

基 

 

礎 

 

生 

 

命 

伊藤  啓（兼担） 

分子細胞生物学研究所 

本館１４号室 

（０３－５８４１－２４３５） 

（分子神経解剖学・発生学）：主にキイロショウジョウバエを用いて、

分子遺伝学的手法を駆使して脳内の様々な細胞を体系的に可視化す

ることにより、各種の一次感覚野から統合野を経て出力野に至る脳内

の情報の流れの全貌を解き明かすことを目指している。またこれらの

回路が形成されるメカニズムを解析している。 

白髭 克彦（兼担） 

分子細胞生物学研究所 

弥生・生命科学総合研究棟Ｂ 

４０４号室 

（０３－５８４１－０７５６） 

（ゲノム構造学・染色体機能）：当研究室では遺伝情報の維持、発現

の場である染色体の構造と機能についての研究を行っています。ヒト

およびマウスを材料として、特に染色体構造を制御する巨大蛋白複合

体の作動原理について、ゲノム解析、試験管内再構成系、さらに疾患

細胞の分子病態解析を通し理解しようとしています。 

竹内 昌治（兼担） 

生産技術研究所 Ｆｗ２０５ 

（０３－５４５２－６６５０） 

（ナノバイオテクノロジー・MEMS）：生体組織を機能素子として利用

し、マイクロ・ナノサイズのデバイスと組み合わせたハイブリッドな

システムについて研究している。細胞生物学、一分子生理学など生物

的な知見のみならず、半導体プロセス、マイクロメカトロニクスとい

った工学的な知見を駆使し、生体分子モータや膜タンパク質、細胞、

脳・神経の機能を解明する研究、または、そこでの要素技術を応用し

膜タンパク質チップや神経インタフェースとして実用化を目指す研

究を行なっている。 

岡田 由紀（兼担） 

分子細胞生物学研究所 

弥生・生命科学総合研究棟Ｂ 

４０２号室 

（０３－５８４１－７８３１） 

（エピジェネティクス、生殖）：生殖細胞（精子・卵子）の増殖分化に

おけるエピジェネティック修飾の関与や、受精卵におけるクロマチン

動態を、マウスや初代培養細胞を用いて、個体レベルから遺伝子レベ

ルまで幅広く研究しています。 

合田 裕紀子（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（０ ３ －５ ４ ６ ５ ―８ ２ ０ ８ ） 

（坪井研究室） 

（シナプス可塑性と回路制御）：シナプスの活動パターンがどのようにし

て中枢シナプスの組織構造を形成し、神経ネットワークの結合様式を決

定するのか、そのメカニズムを明らかにする。特に、記憶固定といった成

体脳における神経結合の変化に伴う過程の理解へとつながる、分子的リ

ンクについて解明したい。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 

内匠  透（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（０ ３ －５ ４ ６ ５ ―８ ２ ０ ８ ） 

（坪井研究室） 

（精神生物学）：こころの分子を求めて、精神疾患の統合的研究を行っ

ている。自閉症を中心としたヒト疾患をもとにマウス及び細胞モデルを作

製し、その分子的病態を明らかにする。さらに、最先端の脳科学的手法

を用いて、社会性の神経回路を明らかにする。これらの研究を通して、自

閉症を含む精神疾患の新たな診断法、治療法の開発の基盤を構築する。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 
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礎 

生 
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岡本  仁（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（０ ３ －５ ４ ６ ５ ―８ ２ ０ ８ ） 

（坪井研究室） 

（発生遺伝子制御）：ゼブラフィッシュやマウスをモデル動物として、情

動行動の制御に関わる神経回路を、多様な先端技術を駆使して明らかに

する。脊椎動物における情動の進化とそれを支える神経系について分子

から行動までを通じて理解を深める。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 

身 

 

体 

 

運 

 

動 

 

科 

 

学 

石井 直方※ 

９号館 

（６８７０） 

（筋生理学・比較生理生化学）：動物の筋からヒトの筋までを研究対

象とし、筋収縮とその制御機構やトレーニングに対する適応の機構につ

いて、様々な生理生化学的手法を用いて調べている。 

中澤 公孝 

９号館 

（６８６９） 

（運動神経生理学・リハビリテーション医学）：人間の立位姿勢や歩

行を制御する神経機序、トレーニングによる神経系の再組織化（パラ

リンピックブレイン）、随意運動と脊髄反射の調節、など人間の運動

制御に関する基礎的研究、スポーツ、リハビリ、介護施設などの実践

場面をフィールドとした健康・体力関連の応用的研究を行っている。 

八田 秀雄 

９号館 ２０９ 

（６８６２） 

（運動生理生化学）：運動による生理生化学的代謝変化の中でも、乳

酸を中心とする糖の代謝が、運動中や運動後にどう変化しているのか

をマウス、ラット、ウマを使って主として研究し、さらに栄養摂取や

トレーニングなどによる変化についても検討している。 

深代 千之 

９号館 

（６８６５） 

（スポーツバイオメカニクス）：ヒトのダイナミックな身体運動を支

える筋・腱連合組織の働きを力学的および生理学的な手法を用いて明

らかにする。このような実験研究に加えて、コンピュータシミュレー

ションも併用する。 

福井 尚志 

９号館 ２１３ 

（６８６６） 

（スポーツと加齢による関節障害）：スポーツおよび加齢による関節

の障害を、腱、靱帯、半月、軟骨の４つをキーワードに、細胞、組織、

実験動物、実際のヒトの病態という４つのレベルで包括的に研究し、

障害の病態を明らかにすることによって予防と治療に役立つ知見を

得るための研究を行っている。 

今井 一博 

９号館 ２１２ 

（６８６１） 

（スポーツ医学）：骨・関節・筋肉などの運動器を中心にスポーツ・運

動がヒトにおよぼす影響をテーマとしています。身体運動における骨

折リスク・骨力学特性の評価、運動器障害に対する運動療法の効果と

限界、不良肢位とスポーツ障害、などを研究しています。 

工藤 和俊 

９号館 ２１４ 

（６８５４） 

（運動神経心理学・運動学習/制御論）：スポーツ・ダンス・音楽演

奏に代表されるヒトの巧みな運動の学習および制御機構を運動心理

学、脳神経生理学、および非線形数理科学の手法を用いて明らかにす

る。 



生命環境科学系 

- 7 - 

 

専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

身 

体 

運 

動 

科 

学 

久保 啓太郎 

９号館 ２１９ 

（６８６４） 

（筋・腱複合体の可塑性）：ヒト生体における筋・腱複合体（特に腱組

織）の加齢、トレーニングなどに伴う可塑性とそのメカニズムに関す

る研究を行っている。さらに、筋・腱複合体と筋機能（スポーツパフ

ォーマンス）との関連から、健康増進およびパフォーマンス向上を目

的とする運動プログラムの開発も行っている。 

寺田  新 

９号館 

（６８６３） 

（運動生理生化学・栄養生理学）：１）身体運動に対する糖・脂質代

謝機能の適応機構の解明や ２）パフォーマンス向上および健康の維

持・増進効果を有する新規栄養成分の探究などを行っている。実験動

物や培養細胞を研究対象とし、生理生化学的および分子生物学的手法

を用いて検討している。 

柳原  大 

９号館 

（６８５７） 

（脳神経科学・運動生理学）：運動の適応制御、学習・記憶に関する中

枢神経系、特に大脳皮質運動関連領野・小脳皮質・脳幹・脊髄の機能

について、分子・遺伝子レベルからスポーツ選手を含む個体の行動レ

ベルまで統合的に理解することを目標に研究を行う。 

吉岡 伸輔 

９号館 ２０７ 

（６８５５） 

（スポーツバイオメカニクス）：スポーツや日常生活における各種動

作のメカニズムについて力学的な観点から研究しています。特に筋の

力学特性と運動パフォーマンスとの関連性について、実験やコンピュ

ータシミュレーションを用いて調べています。 

認 

知 

行 

動 

科 

学 

岡ノ谷 一夫 

３号館 ２１５ 

（６３０１） 

（神経行動学・生物心理学・科学コミュニケーション）：動物のコミ

ュニケーションは、伝達者の情動状態と他者操作のための信号とが

同時に伝達される複雑な行動である。コミュニケーション行動の進

化過程と神経機構を鳥類・齧歯類・ヒトを対象に研究し、人間の特

殊性を検討する。また、これらの活動を通して科学コミュニケーシ

ョンについて考える研究も対象とする。 

丹野 義彦※ 

２号館 １０７Ａ 

（６２６５） 

（異常心理学・臨床心理学）：心の健康と異常について、基礎から臨

床まで幅広いテーマを扱う。①感情研究（不安や抑うつを認知でコン

トロールする）、②パーソナリティ研究（ビッグ５理論と素因ストレ

スモデル）、③自己の認知心理学（自己は自明ではない）、④社会臨床

心理学（対人ストレス軽減で心の健康を高める）。  

本吉  勇 

３号館 １１３Ｂ 

（０３－５４６５－７０５４） 

（認知情報科学・心理物理学）：人間の視覚認知について心理実験や

脳波計測などを用いて幅広く研究している。1)視覚の基礎メカニズム

と錯視、2) 質感・感性・美醜、3) 物体・顔・社会性の認知、4) 意

思決定、5) 注意と意識、6) その他応相談。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

認 
 

知 
 

行 
 

動 
 

科 
 

学 

四本 裕子 

２号館 １０５Ａ 

（４３３２） 

（認知脳科学、知覚心理学）：さまざまな情報が脳内で処理され統合

されて「知覚・意識」となる過程を、行動実験（心理物理学、経頭蓋

磁気刺激）や脳活動の測定（脳波、機能的MRI）を通して明らかにする

ことを目指します。 

石垣 琢麿（兼担）※ 

１号館１６１Ｃ／ 

学生相談所 

（４４３８／６１８６） 

（精神医学、臨床心理学）：各種精神障害における症状に関する認知

臨床心理学的研究。特に統合失調症を中心に研究を進めてきた。また

認知行動療法の実践と適用・効果に関する研究も行っている。 

小池 進介（兼担） 

１７号館 １７３２ 

附属進化認知科学研究 

センター 

（４３２７） 

（生物学的精神医学、社会心理学、疫学）：精神疾患について、膨大な

量的データを統計学的に取り扱って研究を進め、精神疾患当事者だけ

でなく広く一般に還元することを目的としている。データは、脳画像、

血液・唾液、遺伝子、質問紙回答（自覚症状、スティグマ等）など多

岐にわたる。対象者は、統合失調症、うつ病など精神疾患当事者、一

般人口ベースの思春期コホートである。 

風間 北斗（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（６３０１ 岡ノ谷研究室） 

（知覚神経回路）：ショウジョウバエをモデル動物として、感覚情報

が脳内でどのように表現され、そしてどのように処理されることによ

って知覚が形成されるかを、シナプス、細胞、回路から行動に至るレ

ベルで理解する。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 

ジョシュア・ジョハンセン 

（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（６３０１ 岡ノ谷研究室） 

（記憶神経回路）：多くの経験が忘れ去られてしまう一方で，なぜ特

定の経験だけが記憶として脳内に貯蔵されるのだろうか？ラットの

恐怖条件づけをモデルに、光遺伝学・生体内電気生理学など最先端の

技術を活用してこの疑問に答えることが目的である。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 

トーマス・マックヒュー 

（客員） 

理化学研究所脳神経科学 

研究センター 

（６３０１ 岡ノ谷研究室） 

（行動生理学）：行動と脳回路の作用について研究を進めている。遺

伝操作が可能なマウスをモデル動物として、海馬回路等で記憶が形成

され修飾される過程を、遺伝学・神経化学・生体内電気生理学等を駆

使して明らかにするのが目的である。 

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理

化学研究所で研究指導を受けることができる。】 
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教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

池上 高志 

１６号館 ３２４Ｂ 

（６５３５） 

（複雑系の科学）：進化の理論的研究、知覚の心理実験と解析、インター

ネットウェブのモデル研究や時系列解析。これらをベースにした新しい

複雑系の研究を行っています。特に、人工的な生命のモデル研究を通じ

て、生命とはなにか、という大問題にチャレンジしています。 

佐藤 守俊 

１６号館 ５０４Ｂ 

（６５７９） 

（分子イメージング・ケミカルバイオロジー）：細胞内の生体分子の挙動

を可視化するオリジナルな方法論を創成すると共に、生体分子を光で自

由自在に操作するための新しい技術を開発し、生命機能を分子レベルで

探索する。 

瀬川 浩司 

１６号館 ４２９Ｂ 

（６５８８） 

 

（太陽光発電・光エネルギー変換）：次世代太陽電池の研究を行う。有機

金属ハライドをはじめとする光電変換材料の開発とそれらの基礎物性の

研究やコンピューターシミュレーション、半導体量子ドットや導電性有

機材料、蓄電機能内蔵太陽電池などを対象にしている。この他、将来の

エネルギー問題の解決につながる幅広い研究を進める。 

松尾 基之 

１６号館 ４２１Ａ 

（６５６８） 

（環境分析化学）：環境中の種々の元素の自然な分布と挙動に対して人間

活動が与える影響について、分析化学的立場から研究している。特に、

人為起源と天然起源の鉄の化学状態の違いに着目し、干潟や都市河川の

環境分析を行っている。また、東京湾や海洋底の堆積物を分析すること

により、過去の環境の推定なども行っている。 

伊藤 元己 

３号館 ３０３Ｂ 

（４３０５） 

（植物進化学・生物多様性情報学）：植物の進化と多様性情報に関する研

究をしている。植物の種分化機構、形態進化の分子生物学的解析を中心

に、植物の進化生態学、進化遺伝学、保全生物学などの分野の研究を広

く行っている。また、生物多様性の持続的利用をめざして、大規模生物

多様性情報の集積、解析方法の研究も行っている。 

増田  建 

１６号館 ３０５Ｂ、４３０Ｂ 

（６６４６） 

（植物生理学・植物分子生物学）：植物と光との関係、葉緑体形成や光環

境適応、および光合成の環境適応・進化機構について、特にクロロフィ

ルやヘムなど色素類の合成・分解の制御機構の解明を通して研究を行っ

ている。主に植物生理学、分子生物学、生化学、分子遺伝学などの手法を

用いて研究を進めている。 

吉田 丈人 

１６号館 ３０７ 

（６６４５） 

（生態学・陸水学）：湖沼とその周辺の生態系を主なフィールドとして、

生物の適応ダイナミクス、食物網の構造と機能、生物多様性と生態系サ

ービスの評価などを、基礎生態学と保全生態学の両視点から研究してい

る。また、自然共生社会の実現にむけて地域社会と連携するなど、超学

際的研究も実施している。 

山道 真人 

３号館１１２Ｂ 

（６４２３） 

（生態学・進化生物学）：個体数変動・群集動態などの生態学的なプロセ

スと、自然選択・性選択などの進化的なプロセスの間に生じる複雑な相

互作用を対象に、数理モデルやデータ解析といった手法を用いて研究を

進めている。 
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教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

磯﨑 行雄 

１６号館 ８２６Ａ 

（６６０８） 

（地球科学・生命史）：野外地質学を基本とし、各種の室内分析を加えて、

地球表層環境と生命進化史（地球史）の解明を試みている。具体的テー

マとして、動物多様化が急速に進んだ古生代初め（カンブリアーオルド

ビス紀）の生命・表層環境史、史上最大の生物大量絶滅事件（古生代末）

の原因解明、プレート沈み込みによる造山運動と大陸縁の成長プロセス、

地球形成初期（冥王代）の生物圏復元などを扱い、北欧、北米、中国など

世界各地の岩石・地層試料を対象とする。 

鈴木  建 

１６号館 ８０３Ｂ 

（６６１０） 

（理論天文学・宇宙物理学）：数値シミュレーションをベースとした、天

体物理学の研究が主な専門分野です。太陽風や恒星風などの天体風にお

ける非線形波動現象や、惑星形成の現場である原始惑星系円盤をはじめ

とする降着円盤系での乱流輸送現象などの、天文学・宇宙物理学から非

線形科学や地球科学までまたがる学際的な研究に、幅広く取り組んでい

ます。 

小河 正基 

１６号館 ８０１Ｂ 

（６６１２） 

（固体地球物理学）：地球内部、特にマントルが熱・化学的にどのように

進化したか、その結果地球の活動様式はどう変化したかを明らかにする

ことを目的とし、地球内部での対流運動と火成活動の数値シミュレーシ

ョンを行っている。さらに地球で得られた知見を他の惑星にも応用して

いる。 

小宮   剛 

１６号館 ８２６Ｂ 

（６６０９） 

（地球と生命環境進化解読）：地質学、地球化学、古生物学の手法を用い

て、地球史 46 億年の固体地球と表層環境変動の解読とその生命進化への

影響について研究している。例えば、１）極圏カナダ地域の野外調査と

地球最古の岩石探査、２）地球最古の生命の証拠の探索と初期生命、３）

地球環境（栄養塩、酸素濃度や塩濃度）と生命機能の共進化解読、４）全

球凍結の解明と生命進化、５）海水栄養塩濃度の変化と後生動物出現や

カンブリア大爆発の原因の解明、６）冥王代地球の初期地球進化、７）テ

クトニクスの変遷と大陸成長、８）生命誕生時の海水組成の復元実験な

ど。海外（カナダ・ケベック等）の地質調査に帯同できる。 

http://ea.c.u-tokyo.ac.jp/earth/Members/komiya.html 

植田 一博 

１５号館 ６０７ 

（６６７５） 

（認知科学・知能情報学）：人同士はどのようにしてコミュニケーション

し、その中でどのように相手の意図を探っているのか、人と同じように

コミュニケーションできる人工物は作れないのか、創造的な思考や芸術

を生み出す認知メカニズムとはどのようなものか、人はどのようにして

スキル（技）を獲得するのか、人はどのように意思決定や判断を行って

いるのか、人は世界をどのように分節化しているのか、など思考やコミ

ュニケーションに関する様々な問題にチャレンジしています。心理実験、

視線計測、脳波・脳機能計測、コンピュータシミュレーション、数理モデ

ル化、質問紙調査などの手法を用いて研究しています。 
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教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

開  一夫 

１５号館 ７０４Ｂ 

（６９９４） 

（発達認知神経科学・発達学習システム論）：発達／適応的に変化するシ

ステムの基本原理を、計算機･ロボットを用いた機械学習システム･認知

モデルの構築と、ヒト乳児を対象とした行動実験・脳活動計測を通じて

研究している。また、ＴＶ、ＴＶゲームといったメディアが子どもに与

える影響についてＮＩＲＳ、ＥＥＧ、ｆＭＲＩ等を用いて研究している。 

福永 Alex 

１５号館 ５０１Ａ 

（６７９２） 

（人工知能）：知能システム・自律システムにおける意思決定・行動計画

（プランニング問題等）及び機械学習や、複雑な組み合わせ最適化問題

（スケジューリング問題等）に対するアルゴリズム（グラフ探索アルゴ

リズム、数理計画、及び進化計算等のメタヒューリスティクス法を含む）

の研究を、実用的なアルゴリズム及びシステムの実装を中心に行う。 

http://metahack.org/index-j.html 

藤垣 裕子 

１５号館 ７０７ 

（６６８０） 

（科学技術社会論・科学計量学）：科学技術と社会との接点に発生する課

題を対象に、Research-on-Research、その数量的分析、参与観察、インタ

ビュー、質問紙法等の方法を駆使して、複数の事例についての研究をす

すめる。食の安全性、技術の安全性、環境保全をめぐる住民運動、科学技

術のガバナンスへの市民参加、一般人の科学リテラシーと科学者の社会

リテラシーなどが研究対象となる。 

山口 和紀 

１５号館 ７０６Ａ 

（６６７７） 

（データモデル）：さまざまな対象に対して、その対象をコンピュータ

で扱うためのモデルを研究している。これまでに扱った対象には、ウェ

ブ、カリキュラム、視覚、議論、立体、学習、ゲーム、暗号、トレンド、

翻訳などがある。モデルには、非有基的集合論、グラフ構造、ガロア束、

確率的勾配法、自己組織化、主成分分析、デフォルト論理、再帰的空間構

造、正規表現、評価関数、離散格子、最大エントロピー法、CRF、HMM、畳

敷戦略などがある。 

http://www.graco.c.u-tokyo.ac.jp/~yamaguch/ 

山口  泰 

１５号館 ５０５Ａ 

（６８００） 

（視覚メディア）：人間の視覚の性質を解明するとともに、その性質に絡

んだ画像情報や形状情報の計算機処理手法について研究している。視覚

復号型暗号、錯視画像、画像補完、映像修復、画像ベース描画、線画や絵

画風画像、曲面の処理技術、折紙工学などが主な研究対象である。 

http://www.graco.c.u-tokyo.ac.jp/yama-lab/ 

横山 ゆりか 

１５号館 ７０５ 

（６６７４） 

（人間-環境系研究、環境デザイン論）：人が創った都市や建築といった

構築環境を、様々な能力を持つ人がどのように認知し（環境心理）、その

中でどのように行動・利用するか（環境行動）について行動マップ調査・

質問紙調査・VRを用いた心理実験等を用いて研究する。また、人間-環境

系研究の視点を構築環境のデザインに反映するための方法論や評価方法

について、デザイン課題を用いた実験やインタビュー調査により研究す

る。 
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教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

金井  崇 

１５号館 ６０３Ａ 

（６８０９） 

（コンピュータグラフィックス）：コンピュータグラフィックス（CG）の

ための要素技術、およびその応用に関する研究を行っている。幾何形状

モデリング、レンダリング、アニメーションといった基礎技術をはじめ

として、設計・製造における計算機支援、デジタルアーカイブ、Webグラ

フィックス、医用・生体グラフィックスなどの広範囲な応用技術をその

対象としている。 

http://graphics.c.u-tokyo.ac.jp/ 

舘  知宏 

１５号館７０１Ａ 

（６６７２） 

（計算折紙・構造形態学・図学）： 折紙の幾何学とその応用を中心に研

究しながら、広く形状の科学を追究している。折りを含む可展面の幾何

学、過拘束機構の運動学、機構の分岐現象、展開構造物の設計、セル材料

の設計とファブリケーション、自己折りによる機能的形状の実現、設計

ソフトウェア開発など。 

http://origami.c.u-tokyo.ac.jp 

森畑 明昌 

１５号館 ６０１Ａ 

（６６７９） 

（プログラミング言語）：本研究室では、正しさと効率を兼ね備えたプ

ログラムを変換などを用いてより簡単に構成する手法を研究している。

そのような構成方法の定式化、自動化、またそれに基づくアルゴリズム

構成などを主に扱っている。研究上のキーワードは、プログラム変換・

導出、並列プログラミング、関数型言語などである。 

小林 浩二 

２号館３０２Ｂ 

（６８２８） 

（アルゴリズム）：我々の身の回りで起きる事象（問題点）などをある種

の問題として定式化し、その問題を解決するためのアルゴリズムの設計・

（理論的もしくは実践的な）解析を行う。扱う事象としては、計算機の

メモリ管理、多数のタスクの効率的な処理、インターネット上の資源や

データの管理、ゲームの必勝戦略、自立分散型ロボットの管理、ネット

ワークの効果的な表現法など様々である。 

松島  慎 

３号館３０９Ｂ 

（４５０３） 

（機械学習・データマイニング）：主に以下の３タイプの研究を行って
います： 

（１）大量のデータから効率よく学習を行うための機械学習アルゴリズ
ムやその数理モデルの設計 

（２）複雑な数理モデルを効率よく学習するための機械学習アルゴリズ
ムやその数理モデルの設計 

（３）上述の機械学習手法を用いたゲノムデータやウェブマーケティン
グデータからの知識発見 

機械学習手法の中でも、特にサポートベクターマシン、スパースモデリ
ング、非負値行列分解や部分空間クラスタリングなどを対象としていま
す。 

https://researchmap.jp/smatsus/ を参照。 

松原  宏 

２号館 ２０９Ｂ 

（６２５４） 

（人文地理学）：経済地理学、とりわけ産業立地と地域経済に関する理論

的研究を主としている。都市・土地問題やドイツの地域構造にも関心を

抱いている。 

永田 淳嗣 

２号館 ２０７Ａ 

（６２５１） 

（人文地理学）：人文地理学の視点・方法に基づいた熱帯・亜熱帯地域や

日本の農山漁村の社会変動と資源利用の研究を行っている。おもなフィ

ールドは沖縄、東南アジア、南アジア。 
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教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

梶田  真 

２号館 ２０７Ｂ 

（６２５２） 

（人文地理学）：人文地理学の視角・手法を援用して、空間的な含意を持

った公共政策を幅広く研究しています。関連して、人文地理学と公共政

策との関わりに関する研究や議論の学史的な検討を行っています。近年

は、地域統計の整備過程と GIS（地理情報システム）での利活用について

の分析も進めています。 

斎藤 晴雄（兼担） 

１６号館 ２２８Ａ 

（６５４８） 

（物理学）：電子の反粒子である陽電子や、その束縛状態であるポジトロ

ニウムの研究、ガンマ線の高精度計測法の開発と応用、PET の改良の研

究、ガンマ線の量子電磁気学とエンタングルメントの理論・実験につい

ての研究を行っている。小規模であってもピリッと辛い実験を目指して

いる。 

金子 知適（兼担） 

１５号館 ６０５Ｂ 

（６８０８） 

（人工知能・ゲーム情報学）: 計算機が実用に役立つ場面を増やしてゆ

くために、計算機の判断能力を強化する研究を様々なゲームを対象に進

めている。熟達者の判断履歴から計算機に一般化可能な知識を引き出す

高次元の機械学習や、膨大な未来の可能性の中から重要な変化を見極め

るための探索アルゴリズムなどが現在のテーマである。 

http://game.c.u-tokyo.ac.jp/ja/ 

柴山 悦哉（協力講座） 

情報基盤センター 

（０３－５８４１－３０００） 

（ソフトウェア）：プログラミング言語、システムソフトウェア、ソフト

ウェアセキュリティ、ユーザインタフェースソフトウェアなど、ソフト

ウェアに関するさまざまな研究を行ってきた。目指しているのは、ユー

ザが情報システムを容易に利用できるようにすることと情報システムの

信頼性を向上させることである。 

品川 高廣（協力講座） 

情報基盤センター 

（０３－５８４１－３０２０） 

（オペレーティングシステム）： オペレーティングシステム（OS）を中

心としたシステムソフトウェアに関する研究を行っている。特に OS の核

をなすカーネルと呼ばれるソフトウェアや、OSよりさらに下の層で動作

する仮想マシンモニタ（VMM）など低レイヤのソフトウェアを主な対象と

している。キーワードとしては、OS、カーネル、VMM、セキュリティ、ス

トレージ、ネットワーク、分散システム、クラウドコンピューティング

など。 

田中 哲朗（協力講座） 

情報教育棟 Ｅ３３ 

（０３－５８４１－３０２３） 

（ゲーム情報学）：完全情報ゲーム（囲碁将棋等）、不完全情報ゲーム（ブ

リッジ等）などを対象に、探索アルゴリズム、並列処理、機械学習、計算

複雑性、プログラミング言語処理系など幅広い分野を研究対象にしてい

る。 

小林  光（客員） 

慶應義塾大学 

政策・メディア研究科 

（６ ８ １ ５ ） 

（環境経済政策）：長年の環境行政官の経験から、環境保全を社会に実装

する効果的な方法を最重要視して研究を行っている。具体的には、環境・

生態系に一層親和的な経済活動などを導くために、主に市場的な力を使っ

た取組み、例えば、本格炭素税の導入、環境金融の振興などに係わる政

策の立案作業を行うとともに、地域（例えば、熊本県水俣市など）におけ

る、当該地域の環境に親和的な方法による地域づくり、地域再生・活性化

を検討し、具体的な提案を行う。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ａ 

石原 孝二 

１４号館 ７０７Ｂ 

（６２０６） 

（科学・技術の哲学・現象学）：科学・技術の哲学および現象学を専門

とする。最近では精神医学の哲学を中心に研究し、精神障害の概念や

対話的アプローチ（オープンダイアローグなど）の研究などを行って

いる。また、当事者研究の研究、障害の哲学などの研究も進めている。 

岡本 拓司 

１４号館 ３０９Ｂ 

（６６９４） 

（科学史・技術史）：相対論・量子力学を中心とする現代物理学の歴史

を、学説史・社会史の両面から検討しようと試みている。また、電力

政策史の研究を通して、技術と産業の関わりについて考察している。

科学技術と社会の接点全般に関心を抱いている。 

鈴木 貴之 

１４号館 ３０９Ａ 

（６６９３） 

（科学哲学・分析哲学）：分析哲学的な考察と経験科学の知見の参照の

両面から、意識のハード・プロブレムを中心とした心の哲学の諸問題

を研究している。近年は、実験哲学研究や哲学方法論に関するメタ哲

学の問題にも取り組んでいる。 

信原 幸弘※ 

１４号館 ７０１Ａ 

（６２００） 

（科学哲学・分析哲学）：現代英米哲学および認知科学の基礎論という

観点から心の哲学を研究している。また、脳科学およびその実用的応

用をめぐる哲学的・倫理的な諸問題および脳科学リテラシーの研究も

行っている。 

橋本 毅彦 

１４号館 ３０３ 

（０３－５４６５－８８４０） 

（科学技術史）：近代以降の科学技術の歴史、特に物理学史、応用科学

史、技術の社会史を研究してきている。最近では、18世紀以降の諸科

学における観測器具や図像の利用の歴史、社会基盤を形成する技術体

系における規格や基準の設定の歴史などに関心をもち研究している。 

廣野 喜幸 

１４号館 ３０７Ｂ 

（６６９２） 

（近代科学史・科学技術倫理）：18～21 世紀の生物学史・医学史を、

生命思想・医学思想・環境思想・倫理思想の側面から探求している。

また、現在の生命操作技術について、あるいは科学技術コミュニケー

ションについて、科学技術社会論の観点から考察している。 

Ｂ 

大川 祐司 

１６号館 ３２１Ａ 

（６５３８） 

（素粒子論）：量子論と一般相対性理論を矛盾なく統一する理論的な

枠組みの構築に重要な役割を果たすと考えられている超弦理論を主

に研究している。未完成な理論である超弦理論の非摂動的定式化に向

けて、特に弦の場の理論、行列模型などのアプローチを中心とした研

究を行っている。 

加藤 光裕 

１６号館 ３２２Ａ 

（６５２７） 

（素粒子論）：超弦理論を中心とした素粒子の統一理論・量子重力の諸

問題の研究。特に、プランクスケールにおける量子的時空構造や無限

次元対称性・離散的対称性の解明を中心に進めている。その他、場の

量子論の非摂動論的研究。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ｂ 

菊川 芳夫 

１６号館 ３２５Ａ 

（６５４４） 

（素粒子論）：場の量子論の非摂動論的研究。特に、格子ゲージ理論を

用いたカイラルゲージ理論の非摂動的な構成とそのダイナミクスの

研究。ヒッグスセクターの構造の解明や宇宙のバリオン数非対称性の

理解をめざす。 

Ｃ 

加藤 雄介 

１６号館 ３０１Ｂ 

（６５３４） 

（物性理論）：凝縮系の量子物性に関する理論的研究。 

最近は特に以下のテーマで研究を進めている 

（１）超伝導体における量子渦の理論、奇周波数超伝導 

（２）超流動、超固体、ボース・アインシュタイン凝縮の理論 

（３）カイラル磁性体の理論（平衡状態とダイナミクス） 

（４）グラフェンの電磁応答 

金子 邦彦 

１６号館 ８０８Ｂ 

（６７４６） 

（非線型・複雑系の物理、理論生物学、普遍生物学）： 

カオスを中心にした非線型科学、複雑系の物理、非平衡統計物理。特

に、生命システムの普遍的性質の理論構築、また認知、社会システム

の理論。 

国場 敦夫 

１６号館 ３０２Ａ 

（６５３６） 

（可積分系・数理物理）：スピン系や場の理論における可解模型を素材

として、量子・古典可積分系の数理構造、対称性を深く理解し、統計

物理、非線形波動、表現論などへの応用をおこなう。 

清水  明※ 

１６号館 ２２３Ａ 

（６５３２） 

（物性基礎論・量子物理学）：ミクロ量子系からマクロ量子系へのつな

がり、量子純粋状態による統計力学、非平衡統計力学、量子測定に伴

う測定誤差と反作用、及び、これら相互の関連など、基礎的・原理的

問題を、具体例を考えながら考察する。 

福島 孝治 

１６号館 ２２１Ａ 

（６５１３） 

（統計物理・物性理論）：スピングラス理論や構造ガラスの理論、計算

複雑さの理論、データ駆動型科学、計算物理手法の開発など、統計物

理を基盤とした Undisciplined Science。ベイズ推定とスピングラス

理論の類似性に気づくと、あらゆる自然科学のデータ解析が統計物理

の対象に思えるので、もはや研究分野などどうでもよくて、第一原理

計算の解析も地球科学の問題も同様に面白いと思っている。 

堀田 知佐 

１６号館 ３０１Ａ 

（６９８８） 

（物性理論）：強相関電子系・スピン系に関する理論的研究。例えば、

フラストレートした電子系、スピン系などに顕れる新しい量子物性を

開拓することを目的に、理論研究を行っている。低次元有機物質や遷

移金属物質で実験で捉えられた様々な現象が、電荷およびスピン自由

度の相関のもとにどのような仕組みで 起こりうるのかを、有効モデ

ル理論に基づき、考察する。また、量子多体系に対する数値的なアプ

ローチを行う立場から、バルクな物理量を求めるための手法開発につ

いても興味を持って 研究を進めている。 

池田 昌司 

１６号館 ７２７Ａ 

（６７５５） 

（統計力学、ソフトマター・化学物理）：乱れた固体に関する理論的研

究。ガラスや砂山など、構成要素が乱れた配置のまま固まった系は身

近な存在だが、その多彩な振る舞いの多くは未だ理解されていない。

現在は特にガラス転移とジャミング転移に注目して、乱れた固体の統

一的理解を模索する研究を進めている。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ｃ 

石原 秀至 

(兼担) 

複雑系生命システム 

研究センター 

駒場国際教育研究棟１０５ 

（理論生物物理学、非線形物理学）：細胞や細胞集団、生体組織スケー

ルの生命現象を対象にした生物物理学を研究している。理論的な道具

立てとしては、非線形物理学やソフトマター物理学、数理統計学など

を用い、生体組織の形態形成や、細胞の運動、細胞内の構造の形成過

程のモデル化や解析を行う。 

Ｄ 

松田 恭幸 

１６号館 ２２２Ａ 

（６５１４） 

（低エネルギー素粒子物理学実験）：素粒子物理学の謎に比較的小規

模な実験からアプローチすることを目指す。現在 CERN 研究所におい

て、CPT 対称性の検証を目指して反水素原子の超微細構造分光実験と

反陽子の磁気モーメントの精密測定実験を行い、また J-PARC 研究所

においてミューオニウム原子の超微細構造分光実験を行っている。 

前田 京剛 

１６号館 ６０２Ａ 

（６７４７または６７６３） 

（量子凝縮系物性物理学）：物質中の電子が示す量子凝縮現象・巨視的

量子現象（超伝導現象等）について、高周波伝導測定を主要な手法と

した(a)新現象の探索(b)メカニズム解明(c)それらの応用などについ

て実験的研究を行う。現在のテーマは(1)銅酸化物および鉄系高温超

伝導体の物性（含新超伝導物質体開発）(2)超伝導極薄膜・半導体接合

系の物性(界面高温超伝導の探索や局所対称性の破れと相対論的効果

（スピン－軌道相互作用と超伝導）の研究等)と量子ビットへの応用

(3)トポロジカル超伝導体の研究(4)超伝導量子渦のダイナミクス、特

に THz 領域の物性と摩擦の物理への応用(5)マイクロ波顕微鏡の開発

とそれを用いた新奇物性探索など。 

上野 和紀 

１６号館 ２２２Ｂ 

（６５２１） 

（薄膜・界面の電子物性）：半導体デバイスを物性研究へ応用すること

で薄膜・界面に新しい電子機能を発現させる研究を行っている。具体

的には遷移金属酸化物などの単結晶へトランジスタデバイスを開発

することで、電気の流れない絶縁体とされてきた材料への電場誘起に

よる超伝導性の発現、磁性体での磁性やスピン秩序の電気的な制御な

ど新材料・新機能デバイスの実現を目指して研究を行っている。 

深津  晋 

１６号館 ５０７Ａ 

（６７５４） 

（物性物理学・量子物理学）：(1)量子ドットなどの半導体微細構造に

おける光と物質の相互作用のデザイン（シリコンレーザーの開発、２

次元シート物質（ゲルマネン等）の物性）、(2)新奇デバイスにつなが

る「種」の発掘（フォノンによるスピンフィルタ、電子ラマンレーザ

ー、室温ランダウ量子振動）、(3) 量子相関・古典相関 （ゴーストイ

メージング、デコヒレンス耐性量子もつれ発生）、(4) 量子性不要の

量子アルゴリズム実装実験 （フォノン計算機、光周波数コムビット） 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ｄ 

久我 隆弘 

１６号館 ２２３Ｂ 

（６５３０） 

（量子エレクトロニクス・物理学温故知新)：（１）光の空間的な自由

度(いわゆる横モード)を利用した量子現象のシミュレーション。（２）

冷却原子と誘導ラマン散乱過程を使った光強度の非破壊測定。（３）簡

便な単一光子源など有用な実験装置開発。（４）光に関する古い時代の

実験を現代の技術で再現。学問の本質についての理解を深めるのと同

時に新たな技術・応用について模索する。 

鳥井 寿夫 

１６号館 ２２４Ａ 

（６７５７） 

（原子物理学・レーザー冷却)：（１）レーザー冷却を用いた量子縮退

気体の研究、特に極低温極性分子の生成および電子の電気双極子モー

メント（eEDM）の探索。（２）原子コヒーレンスを用いた超狭線幅（～

1mHz）レーザーの開発。（３）ホローカソード放電を用いた準安定原子

のドップラーフリー分光法の開発。 

澤井  哲 

１６号館 ７１０Ｂ 

（６７３７） 

（生物物理学）:「動く細胞」の生物物理学的研究。粘菌アメーバ、免

疫細胞、がん細胞などの動力学、方向検出機構、自己組織化などを中

心に、1.  細胞の前と後ろの決め方 2.  運動の自発性  3. リポソ

ームを用いた無細胞系 4. 細胞の協同現象など。共焦点顕微鏡,TIRF, 

AFM 等による計測、微細加工、オプトジェネティクスによる操作、画

像解析、数理モデル解析、加えて分子生物学的、生化学的手法を用い

る。 

若本 祐一 

１６号館 ３３０ 

（４３５６） 

（生物物理学）:生物の適応・分化・進化などの可塑的現象の原理の探

索。それに必要な構成的実験手法と、微細加工技術や細胞イメージン

グ技術などを応用した定量的な生物計測・解析ツールの開発。現在は

主にバクテリアの致死的環境への適応、細胞成長の現象論規則の解

明、幹細胞の再構成実験、進化の 1細胞計測技術の開発などの研究を

行っている。 

酒井 邦嘉 

１６号館 ７１１ 

（６２６１） 

（脳機能解析学・言語脳科学）：核磁気共鳴現象に基づく MRI（磁気共

鳴映像法）や、DTI（拡散テンソルイメージング）などの先端的物理計

測技術による脳機能の解析。特に、自然言語の文法性や多言語・音楽

といった高次脳機能を明らかにするための研究を行う。 

真船 文隆 

１６号館 ４２５Ａ 

（６５９７） 

（化学反応学・物理化学）：ナノ・サブナノメートルの大きさの原子の

集合体（ナノ粒子・クラスター）の構造、反応、物性に関する実験研

究。ナノ粒子・クラスターのサイズ、組成に注目し、特異な機能を持

つ物質を高速で探索して実用に資する高活性触媒の開発を目指す。ま

た、オランダにある自由電子レーザーFELIX を用いて、クラスターの

構造解析を行う。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ｄ 

長谷川 宗良 

１６号館 ５０９Ｂ 

（０３-５４６５-７６９７） 

（高強度レーザー科学・分子分光学）：高強度レーザー光と気相分子・

イオンとの相互作用を、フェムト秒レーザー光を用いた実時間測定お

よび高分解能レーザー光を用いた周波数領域の状態分布計測などに

よって解明することを目指す。特に、高強度光によるイオン化過程の

研究と分子配向技術の開発を行っている。 

増田  茂※ 

１５号館 ２０７Ｂ 

（６５８９） 

（固体表面科学）：遷移金属や半導体の単結晶表面、有機薄膜に特有な

電子物性や表面反応に関する実験研究。種々の電子分光や電子放射顕

微鏡を用いて、固体表面・界面の電子状態を観測し、電子物性・機能

性発現の微視的機構や表面反応ダイナミクスの解明を目指す。 

平岡 秀一 

１５号館 ２０３Ａ 

（超分子化学・有機化学）：多置換芳香族分子の有機合成化学、自己組

織化に関する研究。具体的には、(1) 疎水効果や van der Waals力な

どの弱い分子間相互作用を利用して、水中で一義構造を持つ自己集合

体のデザイン・合成、及びその内外を利用した化学と (2)自己集合体

の形成メカニズムの解明を行っている。 

内田 さやか 

１６号館 ４２４ 
（機能性固体の化学）：分子性無機酸化物クラスターの配列制御や有

機金属錯体との複合化による固体材料（吸着分離・触媒・イオン伝導

体材料）の合成・構造解析・物性開発に関する研究を行っている。 

角野 浩史 

１６号館 ７０８Ａ 

（６７４１） 

（同位体地球宇宙化学・揮発性物質地球化学）：最先端の質量分析技術

を用いて、岩石や鉱物、隕石、火山ガス、温泉水といった天然試料中

の希ガスとハロゲン、炭素など揮発性物質の組成や同位体比を調べ、

地球外や地球内部・表層における過去や現在の出来事を紐解く。地球

深部での揮発性元素の挙動に関する実験的研究や、質量分析計の開発

も行う。 

村田  滋 

１６号館 ５０１Ａ 

（６５９６） 

（有機光化学）：光エネルギーを効率よく化学エネルギーに変換する

人工的なシステムの構築を目的とした研究を行う。増感剤や酸化還元

触媒として働く有機化合物や金属錯体を設計・合成し、それらを脂質

二分子膜などの反応場に組み込み、光水素発生などエネルギー蓄積型

の光化学反応系として機能させることを目指す。 

寺尾  潤 

１６号館 ７０２B 

（６７４８） 

（機能性有機化学・分子建築学）：分子建築士として設計・合成を行い

分子サイズの機械，電子素子，および超分子構造体の作製を行う。具

体的には，①持続可能な太陽光エネルギーを利用する光増感型高分子

触媒の創成，②無機物を超越する高速電荷輸送有機電子素子の開発，

③“有機分子ならではの化学変化”を利用したナノスケール電子素子

の作製，④超分子化合物の分子認識能を利用したウエアラブル病理診

断システムの創製を行う。 
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専門 

グループ 

教 員 名 
建物、部屋番号 
（電話番号） 

（専攻分野）：研究内容 

Ｄ 

豊田 太郎 

１６号館 ６０４ 

（０３-５４６５-７６３４） 

（分子集積システム創成・ソフトマター）：細胞から細胞集団サイズの

有機分子集合体のダイナミクスおよび機能創成。特に、有機分子集合

体の自己増殖や駆動、または協同現象、ヒステリシス。有機分子や高

分子を設計・合成し、光学計測を駆使してダイナミクスや機能の作動

原理に迫る。生物と前生物の間を接続する分子集合体モデルを創成

し、生命システムの理解へつなげる。 

佐藤 守俊（系間協力教員） 

１６号館 ５０４Ｂ 

（６５７９） 

（分子イメージング・ケミカルバイオロジー）：細胞内シグナル伝達の

分子過程を可視化するためのオリジナルな分子技術を開発すると共

に、当該分子過程を光で自由自在に操作するための新しい分子技術を

開発し、生命機能を分子レベルで探索する。 

ウッドワード ジョナサン 

(兼担) 

国際環境学プログラム 

駒場国際教育研究棟 210B 

（０３-５４６５-７７３８） 

（光化学，量子光生物学，スピン化学）：スピン相関を持つラジカ

ル対を反応中間体とする光反応過程、特に生体系の反応における磁

場や電磁波効果と電子スピンダイナミクスの解明（量子生物学）、

電子スピン共鳴分光による反応速度·反応機構の研究，先端的時間

分解レーザー顕微分光装置の開発など，構造化された環境下での溶

液反応ダイナミクス研究を行う。 

 


